
山々の雪も消え始め、やわらかな春の日差しがうれしい季節になりました。「暑さ寒さも彼岸ま

で・・」の格言どおり、ここ会津も春の訪れを実感するようになりました。皆さんいかがお過ごしで

しょうか。

さて、年度末を迎えましたが、私たちの障がい者支援活動もこの１年は、工賃向上を目指して、

各種販売会、アンテナショップ、12 月の福島銀行本店大展示即売会と皆さんとともに販路拡大に

努めてまいりました。

昨年１２月には、震災復興支援活動事業計画により、ＰＯＰの活用に

よる購買力アップ・販売へのやりがいなど工賃向上を繋げていくための

施策として、「道の駅会津湯川・会津坂下」

交流促進施設において、「販売会での楽しい

売り場づくり及びＰＯＰの作り方講習会」を開催しました。POP って

何だろう？から始まって、お客様に注目してもらうための大事なコミ

ュニケーションツールであるということを実践を交えて教えていただ

きました。

引き続き、ＰＯＰの講習会に参加された施設の方を対象に、「道の駅

会津湯川・会津坂下」＜人のひろば＞に

おいて、３月４日（土）・５日（日）の

２日間、販売会を開催し、併せてＰＯＰ

の効果を検証しました。

９施設が参加し利用者様と職員の

方々により、商品を手に取って貰える様な POP を作成し、コミュニ

ケーションツールとして使うことにより、今までとは違う販売への

実感を得ることが出来ました。これも道の駅の神田駅長様の福祉に対する

ご理解とご好意により、今回の販売会にこぎつけることが出来たものです。

神田駅長様からは、これを機会に定期的

な開催をお願いしたいとのご意見もいた

だきました。

新たな障がい者と地域との寄り添いの

場として提供していただいたことに感謝

いたします。今後共ご協力・ご支援の程

よろしくお願い致します。

会津圏域担当：増井 義博

≪事務局から≫ 「平成 28年度福島県授産事業振興会だより」（第 28号）が出来上がり

ました。各圏域の支援員等から配布しております。1年間の取組等について写真をふん

だんに掲載しております。皆さんで読んでいただければ幸いです。
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先生からＰＯＰの説明を受ける

皆さん真剣に取り組みました

多くのお客様にご来店いただきました

笑顔で応対する利用者さん

【会津】

ＰＯＰで飾った楽しい売り場

焼きたてはいかがですか！

美味しそうなＰＯＰに

引き寄せられそう


